
(57)【要約】

【課題】　把持部材を介して金属容器に収納されるセラ

ミックハニカム構造体であって、高温の排気ガスにより

金属容器が膨張しても把持部材による把持力を低下させ

ず、例えばエンジンの振動などによって離動せず、金属

容器との摩擦による摩耗を少なくできるセラミックハニ

カム構造体を得る。

【解決手段】　セラミックハニカム構造体の外周面に、

外周面に接触する隔壁に略対応する凸部を流路方向に略

一様に形成する。前記凸部と前記外周面で形成される凹

凸は、円周方向に測定した表面粗さの最大高さが５～５

００μｍであることが好ましい。

【選択図】　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
把 持 部 材 を 介 し て 金 属 容 器 に 収 納 さ れ る セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 で あ っ て 、 前 記 セ ラ ミ
ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 の 外 周 面 に 、 外 周 面 に 接 触 す る 隔 壁 に 略 対 応 す る 凸 部 が 流 路 方 向 に 略
一 様 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 前 記 凸 部 と 前 記 外 周 面 で 形 成 さ れ る 凹 凸 は 、 円 周 方 向 に 測 定 し た 表 面 粗
さ の 最 大 高 さ が ５ ～ ５ ０ ０ μ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 凸 部 は 、 押 出 成 形 に お い て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の セ
ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 把 持 部 材 を 介 し て 金 属 容 器 に 収 納 さ れ る セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 地 球 環 境 の 保 全 面 か ら 、 自 動 車 な ど の エ ン ジ ン か ら 排 出 さ れ る 排 気 ガ ス の 削 減 が 求 め ら
れ 、 こ れ に 応 え る た め に 排 気 ガ ス 浄 化 用 の 触 媒 コ ン バ ー タ が 用 い ら れ て い る 。 そ の よ う な
触 媒 コ ン バ ー タ の ひ と つ に セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 触 媒 コ ン バ ー タ が あ り 、 こ の セ ラ ミ ッ ク ハ
ニ カ ム 触 媒 コ ン バ ー タ は 、 触 媒 を 担 持 し た セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 を 排 気 ガ ス の 保 有 す
る 熱 エ ネ ル ギ で 加 熱 し て 触 媒 を 活 性 化 す る こ と に よ り 排 気 ガ ス を 浄 化 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ５ は 、 従 来 の セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 触 媒 コ ン バ ー タ ５ ０ を 排 気 マ ニ ホ ル ド ５ ４ に ボ ル ト
５ ６ で 連 結 し た 要 部 断 面 図 で あ る 。 以 下 、 「 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 触 媒 コ ン バ ー タ 」 を 略 し
て 「 触 媒 コ ン バ ー タ 」 と い う 。 図 ５ で 、 触 媒 コ ン バ ー タ ５ ０ は 、 金 属 容 器 ５ １ 、 触 媒 を 担
持 し た コ ー ジ ェ ラ イ ト か ら な る 低 熱 膨 張 の セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 ５ ２ 、 金 属 容 器 ５ １
と セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 ５ ２ 間 に 介 装 さ れ る 把 持 部 材 ５ ３ な ど か ら な る 。 セ ラ ミ ッ ク
ハ ニ カ ム 構 造 体 ５ ２ は 外 周 面 ５ ２ ａ が 平 滑 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ６ は 、 図 ５ の セ ラ
ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 ５ ２ を 示 し 、 （ ａ ） は そ の 斜 視 図 、 （ ｂ ） は 外 周 面 ５ ２ ａ を 拡 大 し
た 模 式 図 で あ る 。 そ し て 、 金 属 容 器 ５ １ の 内 周 面 ５ １ ａ で 圧 縮 状 態 と な っ た 把 持 部 材 ５ ３
の 面 圧 に よ り セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 ５ ２ の 外 周 面 ５ ２ ａ が 把 持 さ れ 金 属 容 器 ５ １ 内 に
収 納 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 の 触 媒 コ ン バ ー タ ５ ２ は 、 自 動 車 用 排 気 ガ ス 浄 化 シ ス テ
ム に 広 く 使 用 さ れ て お り 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 、 ３ な ど に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 特 許 文 献 ４ に は 、 前 記 従 来 構 造 の 触 媒 コ ン バ ー タ に お い て 、 把 持 部 材 を 排 ガ ス の
流 路 方 向 に 固 定 す る 少 な く と も １ つ の 固 定 部 材 を 金 属 容 器 に 設 け る こ と で 、 触 媒 コ ン バ ー
タ の 高 温 作 動 時 に 把 持 部 材 に よ る 外 周 側 か ら の 把 持 力 が 低 下 し て も セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構
造 体 が 金 属 容 器 内 で 流 路 方 向 に 遊 動 せ ず 、 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 の 早 期 の 摩 耗 や 破 損
を 防 止 で き る と す る 開 示 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ５ ６ － ６ ７ ３ １ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 昭 ５ ５ － １ ３ ０ ０ １ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 実 開 昭 ６ ２ － １ ７ １ ６ １ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ７ － １ ２ ７ ４ ４ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 近 年 、 排 気 ガ ス の 更 な る 削 減 が 求 め ら れ 、 こ れ に 対 応 し て エ ン ジ ン の 高 出 力 化 、 高 温 燃
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焼 化 が 進 め ら れ て い る 。 ま た 触 媒 は 冷 間 時 に は 作 用 し な い た め に 、 エ ン ジ ン ス タ ー ト 後 に
触 媒 を 早 期 に 昇 温 し 活 性 状 態 に す る た め 、 触 媒 コ ン バ ー タ を 排 気 ガ ス 温 度 の 高 い エ ン ジ ン
直 下 に 配 置 さ れ る こ と も 多 く 、 触 媒 コ ン バ ー タ は よ り 高 温 に 曝 さ れ る よ う に な っ て き て い
る 。
　 図 ５ に 示 す 従 来 の 触 媒 コ ン バ ー タ ５ ０ は 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム
構 造 体 ５ ２ の 外 周 面 ５ ２ ａ が 押 出 成 形 に お い て 平 滑 に 形 成 さ れ て い る た め 、 高 温 の 排 気 ガ
ス に よ り 金 属 容 器 ５ １ が 膨 張 し た 場 合 、 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 ５ ２ は 低 熱 膨 張 で あ る
た め に 、 把 持 部 材 ５ ３ の 圧 縮 状 態 が 緩 和 さ れ 、 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 ５ ２ の 把 持 力 が
低 下 す る 。 そ し て 、 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 ５ ２ は 、 略 直 立 し て 配 置 さ れ た 場 合 な ど に
外 周 面 ５ ２ ａ で は 拘 束 し き れ ず に エ ン ジ ン の 振 動 な ど に よ っ て 把 持 部 材 ５ ３ か ら 離 動 し 、
金 属 容 器 ５ １ の コ ー ン 部 ５ １ ｃ と の 衝 突 及 び 摩 擦 に よ り 早 期 に 破 損 又 は 摩 耗 す る と い う 問
題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 方 、 特 許 文 献 ４ に 開 示 さ れ る 、 把 持 部 材 と は 別 の 保 持 部 材 を 金 属 容 器 内 に 設 け る に は
、 保 持 部 材 が 嵌 合 す る 金 属 容 器 の 内 周 面 を 精 密 に 加 工 し な け れ ば な ら ず 製 造 コ ス ト を 上 昇
さ せ る 。 ま た 、 高 温 の 排 気 ガ ス に よ り 金 属 容 器 が 膨 張 す る と 、 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体
は 、 そ の 外 周 面 が 前 述 し た 図 ６ と 同 様 に 平 滑 に 形 成 さ れ て い る た め 、 把 持 部 材 に よ る 把 持
力 が 低 下 し 、 エ ン ジ ン の 振 動 な ど に よ り 離 動 し た 場 合 、 金 属 容 器 の 端 面 と の 衝 突 及 び 摩 擦
に よ り 早 期 に 破 損 又 は 摩 耗 す る と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 把 持 部 材 を 介 し て 金 属 容 器 に 収 納 さ れ る セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 で
あ っ て 、 高 温 の 排 気 ガ ス に よ り 金 属 容 器 が 膨 張 し て も 把 持 部 材 に よ る 把 持 力 を 低 下 さ せ ず
、 例 え ば エ ン ジ ン の 振 動 な ど に よ っ て 離 動 せ ず 、 金 属 容 器 と の 衝 突 及 び 摩 擦 に よ る 破 損 又
は 摩 耗 を 少 な く で き る セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 を 得 る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 把 持 部 材 を 介 し て 金 属 容 器 に 収 納 さ れ る セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 で あ っ て
、 前 記 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 の 外 周 面 に 、 外 周 面 に 接 触 す る 隔 壁 に 略 対 応 す る 凸 部 が
流 路 方 向 に 略 一 様 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。 そ し て 、 前 記 凸 部 と 前 記 外 周 面 で
形 成 さ れ る 凹 凸 は 、 円 周 方 向 に 測 定 し た 表 面 粗 さ の 最 大 高 さ が ５ ～ ５ ０ ０ μ ｍ で あ る こ と
を 特 徴 と す る 。 さ ら に 、 前 記 凸 部 は 、 押 出 成 形 に お い て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 の 外 周 面 に 凹 凸 を 形 成 す る こ と で 外 周 面 の 表 面 積 が 増 加 し て
圧 縮 状 態 の 把 持 部 材 を 介 し て 金 属 容 器 内 に 確 実 に 把 持 さ れ る 。 凹 凸 は 最 大 高 さ が ５ μ ｍ 未
満 で は 把 持 力 が 少 な く 、 一 方 、 凹 凸 は 最 大 高 さ が ５ ０ ０ μ ｍ を 超 え る と セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ
ム 構 造 体 と 把 持 部 材 が 接 触 し な い 部 分 が で き て 逆 に 把 持 力 が 低 下 す る 。 な お 、 セ ラ ミ ッ ク
ハ ニ カ ム 構 造 体 に 形 成 す る 凹 凸 を ハ ニ カ ム の 流 路 方 向 に 垂 直 各 断 面 に お い て 略 一 様 と す れ
ば 、 ガ ス の 流 れ 方 に よ り セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 が 円 周 方 向 に 振 動 し て も 、 金 属 容 器 内
に 更 に 確 実 に 把 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 高 温 の 排 気 ガ ス に よ り 金 属 容 器 が 膨 張 し て も 、 把 持 部 材 に よ る セ ラ ミ ッ ク ハ ニ
カ ム 構 造 体 の 把 持 力 は 低 下 せ ず 、 エ ン ジ ン の 振 動 な ど に よ っ て も セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造
体 が 離 動 せ ず 、 金 属 容 器 の コ ー ン 部 な ど と の 摩 擦 に よ る セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 の 摩 耗
を 少 な く す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 は 、 高 温 の 排 気 ガ ス に よ り 金 属 容 器 が 膨 張 し て も 把
持 部 材 に よ る 把 持 力 が 低 下 せ ず 、 例 え ば エ ン ジ ン の 振 動 な ど に よ り セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構
造 体 が 離 動 せ ず 、 金 属 容 器 と の 摩 擦 に よ る 摩 耗 を 少 な く で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 実 施 の 形 態 の ひ と つ と し て 乗 用 車 用 ガ ソ リ ン エ ン ジ ン 直 下 に 取 り 付 け た 触 媒 コ ン
バ ー タ の 例 を 、 図 １ 乃 至 図 ４ に よ り 説 明 す る 。 図 １ は 、 触 媒 コ ン バ ー タ １ ０ を 排 気 マ ニ ホ
ル ド １ ４ に 摩 擦 圧 接 に よ り 圧 接 部 １ ６ で 連 結 し た 断 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ２ は 、 図 １ で の
セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 １ ２ を 示 し 、 （ ａ ） は そ の 斜 視 図 、 （ ｂ ） は 外 周 面 １ ２ ａ を 拡
大 し た 模 式 図 で あ る 。 ま た 、 図 ３ は 、 図 ２ で の ３ 箇 所 （ １ ２ ａ － ａ 、 １ ２ ａ － ｂ 、 １ ２ ａ
－ ｃ ） に 形 成 し た 凹 凸 の 一 例 で あ る 。 ま た 図 ４ は （ ａ ） は セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 の 押
出 成 形 後 の 拡 大 部 分 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 押 出 成 形 用 金 型 の 要 部 断 面 図 で あ る 。 図 １ 及 び 図
２ で 、 触 媒 コ ン バ ー タ １ ０ は 、 把 持 部 材 １ ３ を 介 し て 触 媒 を 担 持 し た セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム
構 造 体 １ ２ が 金 属 容 器 １ １ に 収 納 さ れ て い る 。 金 属 容 器 １ １ は 高 Ｓ ｉ 球 状 黒 鉛 鋳 鉄 材 か ら
な り 、 把 持 部 材 １ ３ を 介 し て セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 １ ２ を 収 納 す る 内 周 面 １ １ ａ は 中
空 円 筒 形 状 と し 、 排 気 管 （ 図 示 せ ず ） と 連 結 す る フ ラ ン ジ 部 １ １ ｄ に 向 け て コ ー ン 部 １ １
ｃ を 形 成 し て い る 。 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 １ ２ は 、 主 に Ｓ ｉ Ｏ 2  、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 、 Ｍ ｇ Ｏ
を 含 む コ ー ジ ェ ラ イ ト 質 セ ラ ミ ッ ク ス か ら な り 、 蜂 の 巣 状 の 排 気 ガ ス の 流 通 路 に 活 性 ア ル
ミ ナ や 白 金 な ど の 触 媒 を 担 持 し て い る 。 な お 、 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 １ ２ は 外 周 面 の
直 径 が １ ０ ０ ｍ ｍ で 長 手 方 向 が １ ０ ０ ｍ ｍ と し て い る 。 ま た 、 把 持 部 材 １ ３ は 、 耐 熱 性 の
セ ラ ミ ッ ク 繊 維 か ら な る 。 自 動 車 な ど の エ ン ジ ン に 搭 載 さ れ た 場 合 、 排 気 ガ ス は 排 気 マ ニ
ホ ル ド １ ４ に 入 っ た 後 （ Ｉ Ｎ で 示 す ） 、 コ ー ン 部 １ ４ ｃ を 経 て 、 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造
体 に 流 入 し 、 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 １ ２ に 担 持 さ れ た 触 媒 （ 図 示 せ ず ） で 浄 化 さ れ 、
コ ー ン 部 １ １ ｃ を 経 て 排 気 管 に 向 か う （ Ｏ Ｕ Ｔ で 示 す ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ こ で 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 １ ２ に は そ の 外 周 面 １ ２ ａ に 最
大 高 さ が ５ ～ ５ ０ ０ μ ｍ の 凹 凸 部 １ ２ ｂ が 、 ハ ニ カ ム 流 路 方 向 に 形 成 さ れ て い る 。 図 ３ に
示 す 一 例 で は 、 表 面 粗 さ 計 で 円 周 方 向 に １ ０ ｍ ｍ ト レ ー ス し て 凹 凸 を 測 定 し 、 こ の 凹 凸 を
上 下 方 向 の み 変 形 拡 大 し て 示 し て い る 。 表 面 粗 さ 計 は 東 京 精 密 製 表 面 粗 さ 輪 郭 形 状 測 定 器
を 用 い 、 触 針 の 曲 率 半 径 ０ ． ０ ２ ５ ｍ ｍ 、 ト レ ー シ ン グ ス ピ ー ド ０ ． １ ５ ｍ ｍ ／ ｓ で 行 っ
た 。 凹 凸 部 １ ２ ｂ の 最 大 高 さ が （ １ ２ ａ － ａ ） ２ ８ μ ｍ 、 （ １ ２ ａ － ｂ ） ３ ２ μ ｍ 、 （ １
２ ａ － ｃ ） ４ ５ μ ｍ な ど と な っ て い る 。 そ し て 、 こ の 凹 凸 部 １ ２ ｂ と 、 圧 縮 状 態 の 把 持 部
材 １ ３ の 面 圧 と に よ り 、 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 １ ２ は 確 実 に 把 持 さ れ て い る 。 こ の 触
媒 コ ン バ ー タ １ ０ は 、 例 え ば ９ ０ ０ ℃ を 超 え る 排 気 ガ ス に よ り 金 属 容 器 １ １ が 膨 張 し て も
把 持 部 材 １ ３ に よ る セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 １ ２ の 把 持 力 は 低 下 せ ず 、 エ ン ジ ン の 振 動
な ど に よ っ て も セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 １ ２ が 離 動 せ ず 、 金 属 容 器 １ １ の コ ー ン 部 １ １
ｃ と の 衝 突 及 び 摩 擦 に よ る 破 損 及 び 摩 耗 が 少 な く な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 １ ２ の 成 形 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ （ ａ ） は セ ラ
ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 １ ２ の 押 出 成 形 後 の 拡 大 部 分 図 で あ り 、 図 ４ （ ｂ ） は セ ラ ミ ッ ク ハ
ニ カ ム 構 造 体 １ ２ の 押 出 成 形 用 金 型 ２ ０ の 要 部 断 面 図 で あ る 。 図 ４ （ ｂ ） の 押 出 成 形 用 金
型 ２ ０ は 、 多 数 の 供 給 通 路 ２ １ ａ と こ の 供 給 通 路 ２ １ ａ か ら 坏 土 を 集 合 す る と 共 に 格 子 状
に 形 成 す る 排 出 通 路 ２ １ ｂ を 持 つ ダ イ ２ １ と 、 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 １ ２ の 外 周 壁 １
２ ｆ を 所 定 形 状 に 形 成 す る た め に 、 坏 土 流 入 量 の 調 整 を す る マ ス キ ン グ プ レ ー ト ２ ２ 、 坏
土 の 排 出 量 の 調 節 を す る と 共 に セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 １ ２ の 外 周 面 １ ２ ａ の 調 節 を 行
う 押 さ え 枠 ２ ３ な ど か ら な る 。 な お 、 図 ４ に お い て 押 出 成 形 用 金 型 ２ ０ は 、 下 か ら 上 が 押
出 方 向 （ 矢 印 で 示 す ） で あ り 、 坏 土 を 供 給 通 路 ２ １ ａ か ら 排 出 通 路 ２ １ ｂ に 押 し 出 す こ と
で 、 図 ４ （ ａ ） の 開 口 部 １ ２ ｄ を 持 ち 隔 壁 １ ２ ｅ が 例 え ば 厚 さ １ ５ ０ μ ｍ で 、 外 周 壁 １ ２
ｆ の 厚 さ が 例 え ば ２ ５ ０ μ ｍ か ら な る セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 １ ２ の 成 形 体 と な る 。 そ
し て 、 出 口 側 に 設 け た 押 さ え 枠 ２ ３ の 厚 さ （ ｔ ） 、 直 径 （ Ｄ ｓ ） 及 び 内 径 側 突 出 量 （ ｗ ）
を 調 整 す る こ と で 、 供 給 通 路 ２ １ ａ 、 排 出 通 路 ２ １ ｂ を 通 っ た 坏 土 が 圧 着 さ れ て 成 形 さ れ
、 外 周 壁 １ ２ ｆ の 外 周 面 １ ２ ａ が 形 成 さ れ る 。 凹 凸 １ ２ ｂ 形 成 の コ ン ト ロ ー ル は 、 マ ス キ
ン グ プ レ ー ト ２ ２ の 直 径 （ Ｄ ｍ ） 、 押 さ え 枠 ２ ３ の 厚 さ （ ｔ ） 、 直 径 （ Ｄ ｓ ） 及 び 内 径 側
突 出 量 （ ｗ ） に よ っ て な さ れ 、 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 １ ２ の 成 形 体 の 後 工 程 の 焼 成 工
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程 を 経 て 、 表 面 粗 さ ２ ０ ～ ５ ０ ０ μ ｍ Ｒ ａ で ハ ニ カ ム 流 路 方 向 に 凹 凸 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 焼 成 し た セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 １ ２ に 触 媒 を 担 持 後 、 担 持 部 材 １ ３ を 介 し 金 属 容 器
１ １ に 収 納 し 、 次 い で 金 属 容 器 １ １ と 排 気 マ ニ ホ ル ド １ ４ と を 摩 擦 圧 接 す る こ と で 、 図 １
に 示 す 触 媒 コ ン バ ー タ ５ ０ と 排 気 マ ニ ホ ル ド ５ ４ と が 連 結 し た 排 気 系 部 品 が 得 ら れ る 。 そ
し て 、 実 施 の 形 態 の セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 １ ２ は 、 高 温 の 排 気 ガ ス に よ り 金 属 容 器 が
膨 張 し て も 把 持 部 材 １ ３ に よ る セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 １ ２ の 把 持 力 は 低 下 せ ず 、 エ ン
ジ ン の 振 動 な ど に よ り セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 １ ２ が 離 動 せ ず 、 金 属 容 器 １ １ と の 摩 擦
に よ る 摩 耗 が 少 な く な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 の 、 触 媒 コ ン バ ー タ を 排 気 マ ニ ホ ル ド に 摩 擦 圧 接 に よ り 圧 接 部 で 連 結
し た 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ で の セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 を 示 し 、 （ ａ ） は そ の 斜 視 図 、 （ ｂ ） は 外 周
面 を 拡 大 し た 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ で の ３ 箇 所 （ １ ２ ａ － ａ 、 １ ２ ａ － ｂ 、 １ ２ ａ － ｃ ） に 形 成 し た 凹 凸 の 一 例
で あ り 、 凹 凸 を 上 下 方 向 の み 変 形 し て 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） は セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 の 押 出 成 形 後 の 拡 大 部 分 図 で あ り 、 （ ｂ ） は
押 出 成 形 用 金 型 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 触 媒 コ ン バ ー タ を 排 気 マ ニ ホ ル ド に ボ ル ト で 連 結 し た 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ で の セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 を 示 し 、 （ ａ ） は そ の 斜 視 図 、 （ ｂ ） は 外 周
面 を 拡 大 し た 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ ０ ， ５ ０ 　 触 媒 コ ン バ ー タ
　 １ １ ， ５ １ 　 金 属 容 器
　 １ ２ ， ５ ２ 　 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体
　 １ ２ ａ ， ５ ２ ａ 　 外 周 面
　 １ ２ ｂ 　 凹 凸
　 １ ２ ｆ 　 外 周 壁
　 １ ３ ， ５ ３ 　 把 持 部 材
　 １ ４ ， ５ ４ 　 排 気 マ ニ ホ ル ド
　 １ ６ 　 圧 接 部
　 ２ ０ 　 押 出 成 形 用 金 型
　 ２ １ 　 ダ イ
　 ２ １ ａ 　 供 給 通 路
　 ２ １ ｂ 　 排 出 通 路
　 ２ ２ 　 マ ス キ ン グ プ レ ー ト
　 ２ ３ 　 押 さ え 枠
　 ５ ６ 　 ボ ル ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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